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ハ

ー

ス

の

国
際
統
合
理

論
と

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

統
合

南

義

持

一

ほ

じ

め

に

国
際
統
合
研

究
の

達
成
し

た

理

論
的
･

実
証

的
業
績
は
､

今
日
､

高
い

(

1
)

評
価
と

注
目
を

受
け

て

い

る
｡

し
か

し
､

未
だ

体
系
的
な

理

論
の

レ

ゲ
エ

(

2
)

ル

に

な

く
､

現
在
､

研
究
の

停

滞
の

指
摘
が

あ

る

こ

と

も

事
実
で

あ

る
｡

E

C
の

台
頭
は
､

そ

の

記
述
･

説
明
･

予
測
に

関
す
る

総
合
的
展
望
を

可

(

3
)

能
と

す
る

分
析
フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

の

確
立
を

緊
急
に

要
請
し

て

い

る
｡

本

稿
の

目

的
は
､

新
機
能
主
義
ア

プ
ロ

ー

チ

の

基

礎
を

確

立

し

た
ハ

ー

ス

(

E

言
S

t

甲

H
P

P
S

)

の

国
際
統
合
理

論
の

中
心

概
念
､

ス

ピ

ル

オ

ー

ダ

ァ

ー
･

モ

デ
ル

を
ヨ

ー

ロ

ブ

パ

統
合
過
程
に

照
射
し
､

そ
の

有
効
性
を

検

(

4
)

証
し
､

今
後
の

研
究
の

方
向
性
を

模
索
し

ょ

う
と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

二

ハ

ー

ス

の

国
際
統
合
理

論
の

形
成

1

政
治
共
同
体

ハ

ー

ス

は
､

｢

政
治
統
合
と

は
､

異
な
っ

た

国
民

的
立

場
に

あ

る

政

治

ア

ク

タ

ー

が
､

忠

誠
心
･

期
待
･

政
治
的
諸

活
動
を

既
存
の

国
民

国
家
を

越
え

て

裁
判

権
を

所
有
､

ま
た

は

要
求
す
る

新
し
い

中
枢
機
関
へ

移
行
す

(

5
)

る
こ

と

を

是
認
す
る

過
程
で

あ

る
+

と

定
義
し
､

過
程
の

最
終
状
態
を

新

(

6
)

し
い

政
治
共
同
体
と

呼
ん
で

い

る
｡

政
治
共
同
体

概
念
は
､

広
義
且
つ

曖

(

7
)

味
な

も
の

で

あ

る

が
､

超
国
家
的
性
蒋
を

有
し
､

伝
統
的
な

国
際
社
会
と

(

8
)

国
家
の

｢

理

念
型
+

間
の

概
念
上
の

安
協
の

所
産
で

あ

る
｡

ハ

ー

ス

の

構

想
す
る

超
国

家
的
統
合
の

方
向

は
､

連
邦
で

も

政
府
間
国
際
的
協
力
で

も

(

9
)

な
い

､

｢

漸
進
的
な

プ

ラ

グ
マ

テ
ィ

γ

ク

な

連
邦
化
を

指
向

す

る

も

の
+

と
い

え

よ

う
｡

2

過
凝
メ

カ

ニ

ズ

ム

ハ

ー

ス

は
､

｢

あ
る

分
野
で

開
始
さ

れ

た

統
合
は
､

そ
の

機

能
的

特

殊

(

1 0
)

性
故
に

他
分

野
に

必

然
的
に

ス

ピ

ル

オ

ー

ダ
ァ

ー

す
る
+

と
の

仮
説

〔

部

門
統
人
じ

の

拡
大
論
理
〕

を

提
唱
す
る
｡

さ

ら
に

シ

ュ

､

､

､

γ

タ

ー

と
の

共
同

論
文
に

お

い

て
､

｢

経
済
同
盟
と

政
治
同
盟
の

関
係
は

連
続
体
と

し

て

理

解
す
べ

き

で

あ

り
､

従
っ

て
､

経
済
統
合
は

自
動
的
に

政
治
統
合
に

発
展

(

1 1
)

す
る
+

と
い

う
仮
説
〔

ハ

ー

ス

‖

シ

ュ

､
､

､

ッ

タ
ー

･

モ

デ
ル
〕

を

提
唱
す

る
｡

こ

れ

ら

の

統
合
メ

カ

ニ

ズ

ム

を

筆
者
は
､

ハ

ー

ス

の

｢

ス

ピ

ル

オ

ー

ダ
ァ

ー
･

モ

デ

ル

+

と

呼
ぷ
｡

経
済
統
合
か

ら

政

治
統
合
へ

の

発
展
は
､

(

1 2
)

｢

政
治
化
+

と

い

う

媒
介
変
数
の

設

定
に

ょ

り

説
明
さ

れ

る
｡

政
治
化
と

は
､

｢

ア

ク

タ
ー

が

本
来
の

目

的
に

関
し
て

誤

算
と
か

失
望
を

い

だ

く

結

果
､

そ
の

目

的
達
成
の

た

め

適
当
と

思
わ

れ
る

手

段
の

範
囲
を

拡
大
す
る

(

13
)

こ

と
に

同
意
す
る

こ

と
+

を

意
味
す

る
｡

結
局
は
､

｢

国
家
の

自

律

性
を

ど
の

程
度
統
合
体
に

委
譲
す
る

か

と
い

う
政
治
的

選
択
を

要
求
す
る

新
た

(

14
)

な

行
勤
分

野
の

増
大
と

い

う
効
果
を

持
つ

+

と

主
張
す
る

の

で

あ

る
｡

さ

ら
に
､

ア

ク

タ

ー

は
､

共
通
利
益
を

最
大
に

す
る

た
め
､

政
治
化
過
程
に

一丁
･

-

お

い

て

中

相
機
関
に
一

層
多
く
の

権
威
を

委
譲
す
る

こ

と
に

な
る

と
い

わ

舶
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(

ほ
)

れ

る
｡

ハ

ー

ス

は
､

統
合
過
程
に

最
も

貢
献
す

る

も
の

と

し
て
､

H
制
度
化
さ

(

1 6
)

れ

た

仲
介
機
関
に

依
存
す
る

共
通
利
益
を

増
大
す
る

基

盤
に

立
つ

調
整
と

い

う
紛
争
解
消
メ

カ

ニ

ズ

ム

､

臼
超
国
家

的
な

任
意

団
体
､

利
益
集
団
と

接

触
を

保
つ

専
門
機
関
の

報
告
に

基
づ

く
､

継
続
的
な

妥
協
の

上
に

成
立

､

､

,

,

､

､

(

け
)

､

,
(

ほ
)

す
る

政
策
決
定
方
式
､

日
経
済
的
に

重

要
で
､

機
能
的
に

特

殊
な

課
題

(
t

琵
打
)

を

挙
げ

て

い

る
｡

さ

ら
に
､

経
済
同
盟
の

た

め

の

背
景
･

創
設

時
･

過
超
各
条
件
を
､

交
淀
率
､

多
元

性
､

政

府
の

目

的
､

政
策
決
定
方

式

等
九

個
の

観
察
可
能
な

｢

パ

タ

ー

ン

変
数
+

に

配
分
し
､

自
動
的
政
治

(

19
)

化
の

可
能
性
を

判
定
し

て

い

る
｡

そ

の

結
果
､

E

C

ほ
､

そ

の

機
会
が

艮

(

20
)

好
で

あ

る

と

判
定
さ

れ

て

い

る
｡

以

上

が

ス

ビ

ル

オ

ー

ダ
ァ

ー
･

モ

デ
ル

の

大
要
で

あ

る
｡

三

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

統
合
と
モ

デ
ル

の

検
証

モ

デ
ル

は
､

経
験
的
検
証
に

よ
っ

て

こ

そ
､

そ
の

現
実
妥
当
性
を

問
わ

れ

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

で

あ

ろ

う
｡

次
に
､

ヨ

ー

ロ

γ

パ

統
合
の

重

要
な

問
題
領
域
に

焦
点
を

当
て
､

モ

デ

ル

の

有
効
性
を

検
証
し
て

み

よ

う
｡

1

共
通
点
業
政
策
(

21
)

E

C

諸
国
の

農
業
は
､

経
営
規
模
､

投

資
水
準
､

生

産
方
式
､

労
働
移

動

性
の

諸
点
で

遅
れ
､

低
生

産
性
を

脱
し

き

れ

な
か

っ

た
｡

政
府
は
､

輸

入
割
当
､

関
税
､

価
蒋
支
持
･

補
助

金
政

策
等
の

保
護
政
策
を

採
用
し

て

お

り
､

農
産
物
に

関
し

て

は
､

関
税
障
壁
除
去
だ

け
で

は

問
題
は

解
決
し

な
い

状
況
に

あ
っ

た
｡

六

〇
年
六

月
､

委
員
会
は

｢

共
通

点
業
規
則
案
+

を

理

事
会
に

提
出
す

る
｡

西
ド

イ

ツ

は
､

低
生

産
性
､

高
補
助

金
政

策
､

農
産
物
輸
入
の

確
保

椚

の

た

め
､

農
産
物
の
.
域
内
自
由
貿
易
に

よ

る

最
大
の

打
撃
を

受
け
る

立

場

に

あ
っ

た
｡

一

方
､

フ

ラ

ン

ス

は
､

E

C

最
大
の

農
業
国
と

し
て

共
通

農

業
政

策
の

実
施
に

よ

り

余
剰
農
産
物
を
､

特
に

西
ド

イ

ツ

に

売
却
す
る

意

図
で

あ
っ

た
｡

フ

ラ

ン

ス

は
､

貞
業
を

経
済
統
合
の

重

要
な

課
題
と

考
え

て

お

り
､

共
通
農
業
政
策
に

つ

い

て

六

カ

国
の

意
見
が
一

致
し

な
い

限
り
､

他
の

分
野
で

も

第
二

段
階
へ

移
行
す
べ

き

で

な
い

と

主

張
し
､

結
局
､

エ

業
分
野
で

優
位
に

立
つ

西
ド

イ

ツ

は

譲
歩
し
､

穀
物
等
の

共
同
市
場
組
織

化
に

関
す
る

規
則
と

農
業
財
政
規
則
が

決
定
さ

れ

た
｡

な

お
､

六
三

年
一

月
の

ド
ゴ

ー

ル

に

よ

る

イ

ギ
リ

ス

加
盟
拒
否
ほ
こ

の

過

程
で

生

じ
た
｡

続
い

て

六
三

年
一

一

月
､

主
要
穀
物
統
一

価

格
の

決
定
を

含
む

共
通

点

業
政

策
提

案
に

際
し
､

価
格
引
き

下
げ
を

余
儀
な

く
さ

れ

る

西
ド

イ

ツ

は
､

強
硬
に

反
対

し
､

六

四

年
中
の

審
議
は

全
く

進
展
し

な

か

っ

た
｡

ド
ゴ

ー

ル

は
､

｢

農
業
市
場
の

組
織
化
が

予
定
通
り

進
行
し

な

い

な

ら
､

フ

ラ

ン

(

22
)

ス

は
E

C

を

脱
退
す
る
+

と
い

う
爆
弾
発
言
を

行
な
っ

て

警
告
し
た

の

で

あ
る
｡

西
ド

イ

ツ

は
､

一

二

月
に

入

り
､

翌
一

月
か

ら
の

域
内
関
税
引
下

げ

を

控
え
て

急
遽

譲
歩
を

示
し
､

穀
物
統
一

価
格
が

決
定
さ

れ

た
｡

こ

の

よ

う

な

過
程
で

採
択
さ

れ

た

規
.
則
は
､

六

三

年
末
ま

で

に

約
三

石
に

達
し

(

23
)

た
の

で

あ
る
｡

財
政
面
で

は
､

す
で

に

六
二

年
よ

り

｢

農
業
指
導
保
証
基
金
+

が

活
動

を

開
始
し
て

お

り
､

基
金
支
出
は

六
二

-
六

三

年
の

三

八

〇
〇
万

ド
ル

か

(

2 4
)

ら

六

四

-
六
五

年
の

二

億
三

四

〇
〇
万

ド

ル
ヘ

と

増
加
し
て

お

り
､

農
産

物
輸
出
国
フ

ラ

ン

ス

は
､

多
額
の

輸
出
払
戻
金
を

受
け
､

実
に
､

保
証
部

門
の

八

剖
が

フ

ラ
ン

ス

に

支
払
わ

れ

た
の

で

あ

る
｡

フ

ラ
ン

ス

は
､

域
内
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自
給
経
済
維
持
の

見
地
か

ら

農
業

蟄
へ

の

拠
出
制
合
ほ

域
外
か

ら
の

輸

入

量
に

比

例
す
べ

き
で

あ
る

と

主
張
し
た

が
､

最
大
の

輸
入

国
西
ド

イ

ツ

が

強
く

反
対

し
た

た

め
､

六
五

年
七

月
以

降
に

つ

い

て

財
政
規
則
が

決
定

で

き

な
か

っ

た
｡

こ

の

時
､

委
員
会
ほ
､

フ

ラ
ン

ス

の

主
張
を

入
れ
､

し

か

し
､

新
た
に

欧
州

議
会
と

委
員
会
の

予
算
権
限
強
化
を

盛
り

こ

ん
だ
､

い

わ

ゆ

る

｢

ハ

ル

シ

ュ

タ

イ
ン

案
+

を

提
案
す
る
｡

六
五

年
六

月
三

〇
日
､

理

事
会
ほ

｢

マ

ラ

ソ

ン

協

議
+

に

も

か

か

わ

ら

ず
合
意
に

達
せ

ず
､

事
態

を

重

視
し

た

フ

ラ

ン

ス

は
､

ブ

リ
ュ

ッ

セ

ル

か

ら

代
表
部
を

引
き

上

げ
た

の

で

あ

る
｡

ロ

ー

マ

条
約
の

規
定
に

よ

る

と
､

E

C

は

六

六

年
一

月
よ

り

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

第
三

段
階
に

入
り
､

こ

れ

よ

り

理

事
会
の

議
決
方
式
は

全

会
一

致
制
で

な

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

､

1

1

､

1

1

､

､

､

､

､

､

く

特
定
多
数
決
制
に

な
り
､

逆
に

否
定
的
決
定
は

全

会
一

致
を

要
す
る

筈

で

あ
っ

た
｡

ド
ゴ

ー

ル

の

超
国
家
的
統
合
へ

の

挑
戦
は

こ

の

時
に

始
ま

る
｡

フ

ラ

ン

ス

は
､

問
題
を

農
業
問
題
の
一

つ

と

し

て

で

は

な

く
､

E

C

全

体

(

25
)

の

問
題
と

し
て

認
識
し

て

い

た
の

で

あ
る
｡

周
知
の

よ

う
に
､

こ

の

結
果
､

政
治
統
合
は

大
き

く

後
退
す
る

こ

と

に

(

26
)

(

2 7
)

な

る
｡

し

か

し
､

こ

れ

は
､

ハ

ー

ス

の

い

う
｢

創
造
的
機
会
+

で

も

あ
っ

た
｡

正

常
化
後
､

一

四

回

に

及
ぶ

理

事
会
が

開
催
さ

れ
､

農
業
基
金
､

ケ

ネ

デ
ィ

:
フ

ウ

ン

ド

交
渉
関
係

提
案
等
重

要
案
件
が

次
々

と

解
決
し

て

い

っ

た
｡

ケ

ネ

デ
ィ

･

ラ

ウ

ン

ド

交

渉
の

E

C

に

与
え

た

政
治
的
イ
ン

パ

ク

ト

は
､

イ
ギ

リ

ス

加
盟
問
題
の

そ

れ

と

同
様
見
逃
し

得
な
い

｡

五

八

年
七

月
､

ス

ト
レ

ー

ザ

会
議
に

お

い

て
､

共
通
農
業
政

策
の

準
備
を

開
始
し
て

以

来
､

実
に
一

〇

年
の

歳
月
を

経
て
､

六

八

年
七

月
よ

り

農
産
物
の

九
〇

%
を

カ
バ

ー

す
る

農
業
共
同
市
場
が

発
足
す
る

こ

と

に

な
っ

た
｡

そ

れ

は
､

7

ク

シ

ヨ

/

(

28
)

ま
さ

し

く

｢

行

動
と

成
功
の
一

物
語
で

あ

る
+

と
い

え

よ

う
｡

で

は
､

以

上

概
観
し

た

共
通

点
業
政
策
成
立

過
程
に
､

ハ

ー

ス

の

ス

ビ

ル

オ

ー

ヴ
ァ

ー
･

モ

デ
ル

を

照
射
し
て

み

ょ

う
｡

先
ず
､

ハ

ー

ス

の

モ

デ

ル

は
､

E

C

S

C

か

ら

E

E

C
､

関
税
同
盟
､

農
業
共
同
市
場
の

成
立

∵

発
展
へ

の

過
礎
は
､

相
互
に

リ

ン

ク

す
る

も
の

で

あ

る

こ

と

を

予
測
し
､

説
明
し

た

点
で

大
き

く

貢
献
す
る

も
の

で

あ

る
｡

フ

ラ
ン

ス

と

西
ド

イ

ツ

は
､

関
税
同
盟
と

共
通
点
業
政
策
の

推
進
を

そ
の

よ

う
な
コ

ン

テ

ク

ス

ト

の

中
で

理

解
し
､

行
動
し

て

い

る

こ

と

が

実
証
さ

れ

た

と

考
え
る
｡

次
に
､

ハ

ー

ス

の

重

要
な

貢
献
は
､

中
枢
機
関
の

役
割
の

強
調
に

あ

る
｡

委

員
会

は
､

最
初
に

原
則
的
な

合
意
の

確
認
を

取
り

つ

け
､

補
助

金
体
系
､

価
帝

政

策
､

財
政
制

度
の

確
立
へ

と
､

漸
進
的
に

論
争
的
な

分
野
に

機
能
領
域

を

拡
大
す

る

こ

と
に

成
功
し
て

い

る
｡

ま
た
､

委
員
会
は
､

重
要
政
策
決

定
活
動
へ

の

参
加
能
力
並

び

に

提
案
を

共
同
体
規
則
と

し

て

決
定
さ

せ

る

す

ぐ
れ

た

能
力
を

発
揮
す
る
こ

と
に

ょ
っ

て
､

明
ら
か

に
､

超
国
家
的
政

策
決
定
構
造
の

パ

ワ

ー

の

増
大
を

示

し

た
の

で

あ
る
｡

委
員
会
は
､

決
定

過
藤
並
び

に

規
則
の

施
行
過
程
で
､

常
に

パ

ー

ト

ナ

ー

と

し
て

存
在
し
､

(

29
)

事
実
､

そ

の

よ

う
に

扱
わ

れ

た
の

で

あ

る
｡

従
っ

て
､

機
能
領
域
の

拡
大

と

同
様
､

超
国
家
的
政
策
決
定
構
造
に

お

け

る

機
構
能
力
の

増
大
も

明
白

で

あ
っ

た

と

結
論
で

き
よ

う
｡

共
通

農
業
政
策
を

成
功
に

導
い

た

大
き
な

要
因
と
し

て
､

マ

ン

ス

ホ

ル

ト

委
員
に

典
型
的
に

具
象
化
さ

れ

る

超
国
家

(

3 0
)

的
リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ
､

国
内
レ

ヴ
ュ

ル

･

超
国
家
レ

ヴ
ュ

ル

の

農
業
圧
力

(

3 1
)

団
体
の

存
在
が

指

摘
さ

れ

る
｡

ド
ゴ

ー

ル

の

E

C

復
帰
の

主
因
の
一

つ

に
､

(

3 2
)

総
選
挙
に

お

け

る

農
業
関
係
者
か

ら
の

批
判
が

あ
っ

た

と
い

わ

れ

る
｡

こ

の

事
実
は
､

あ

る

程

度
｢

漸
進
的
政
治
化
+

概
念
で

説
明
可
能
で

あ

る
｡

り

J

従
っ

て
､

共
同
体
体

系
が

権
威
と
正

当
性
を

獲
得
す
る

方
向
に

進
行
中
で

舶
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あ

る

と

予
測
す

る

こ

と

ほ
､

正

当
で

あ

ろ

う
｡

し

か

し

な
が

ら
､

国
家
は
､

権
威
と

権
力
を

委
員
会
に

譲
渡
し

た
の

で

は

な
い

こ

と

も

事
実
で

あ

る
｡

国
家
と

委
員
会
は
､

共
に
､

新
し
い

権
力

(

33
)

と

権
威
の

パ

タ

ー

ン

を

創
造
し
っ

つ

あ

る

と

考
え
る

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

国

家
政
府
の

役
割
の

低
い

評
価
は
､

ハ

ー

ス

の

モ

デ
ル

の

問
題
点
で

あ

ろ

う
｡

さ
て
､

■
ハ

ー

ス

は
､

｢

統
合
は
､

エ

業
化
さ

れ

た

都
市
環
境
か

ら

出

現

す

る

社
会
･

経
済
的
要
求
に

合
致
す
る

時
､

最
も

急
速
､

且
つ

ド

ラ

ス

テ

(

3 4
)

イ

γ

ク

に

進
行
す
る
+

と

述
べ

た

が
､

農
業
は
､

重

要
な

課
題
で

は

あ
っ

た

が
､

決
し
て

機
能
的
に

特
殊
な

も

の

で

は

な

か

っ

た
｡

例
え

ば
､

フ

ラ

ン

ス

は

穀
物
､

イ

タ
リ

ア

は

果
実
一

野
菜
･

オ

リ

ー

ブ

油
､

ベ

ネ
ル

ク

ス

諸
国
上

西
ド

イ

ツ

は

卵
･

家
き

ん

肉
･

乳
製
品
に

関
心

を

有
す
る
｡

各
国

の

工

業
化
の

格
差
､

貿
易
構
造
の

相
違
等
が
､

さ

ら

に

問
題
を

複
建
に

し

た

の

で

あ

る
｡

共
通
魚
業
政
策
の

成
立

は
､

果
た

し

て
､

ハ

ー

ス

の

い

う

よ

う
に
､

課
題
間
の

機
能
的
な

関
係
と

し
て

説
明
で

き
る

の

だ

ろ

う
か
｡

リ

ン

ド
バ

ー

グ

と
シ

ャ

イ
ン

ゴ

ー

ル

ド

は
､

｢

体

系

変

更
モ

デ
ル

+

を

設
定
し
､

そ
の

理

論
化
の

過
程
で

｢

機
能
的
ス

ピ

ル

オ

ー

ダ
ァ

ー
+
､

｢

サ

イ

ド
･

ペ

イ
メ

ン

ト

と
ロ

ァ

グ
ロ

ー

リ

ン

グ
+

､

｢

ア

ク

タ
ー

の

社
会
化
+
､

｢

フ

ィ

ー

ド
パ

フ

ク
+

を

包
摂
す
る

｢

連
合
形
成
メ

カ
ニ

ズ

ム

+

(
.

C
O

?

≡
i

O

コ

{

O
r

m

芝
i

O

ロ

m
e
〔

F
p

ロ
i

s

m
､

)

と
い

う

統

合
の

ダ

イ

ナ
､
､

､

γ

ク

ス

を

解
明

し
よ

う
と

し

て

い

る
｡

そ

し
て
､

共
通

農
業
政
策
の

事
例
研
究
に

は
､

政
府
､

利
益

集
団
､

共
同
体
機

構
に

よ
っ

て

追
求
さ

れ

る

多
様
な

利

益
･

目
標
の

調
整
と

か

レ

ヴ
ュ

ル

を

表
わ

す

｢

フ

ォ

ー

ワ

ー

ド
･

リ

ン

ケ

(

3 5
)

-

ジ
･

モ

デ
ル

+

(
.

訂

⊇
1

P

邑

亡
ロ

k

品
e

m
O

告
-

〕

を

構
築
し

て

い

る
｡

｢

マ

ラ
ソ

ン

協
議
+
､

｢

パ

ッ

ケ

ー

ジ
㍉

デ
ィ

ー

ル
+

の

頻
出
す

る

統
合
過

樫
の

解
明
に

は
､

こ

の

モ

デ
ル

が

有
効
性
を

有
す
る

と

考
え
る
｡

機
能
的

朗

な

関
係
は
､

確
か

に

重

要
な
一

側
面
で

あ

ろ

う
｡

し
か

し

な
が

ら
､

各
国

4

が

国
益
を

追
求
し

な

が

ら

も
､

共
同
体
の

成
果
を

逆
転
さ

せ

な
い

よ

う
結

局
は

合
意
に

達
す
る
の

は

｢

ロ

ブ

グ
･

ロ

ー

リ

ン

グ
+

の

交
換
を

通
じ

て

で

あ
っ

た

と

解
釈
す
る

方
が

合
理

的
で

あ

る
｡

工

業
製
品
と

農
業
問
題
の

関
係
は

機
能
的
で

も

あ

る

が
､

西
ド

イ

ツ

の

多
く
の

行
動
は
､

貞
業
で

譲

歩
し
､

代

償
と

し
て

工

業
分
野
で

実
を

取
る

｢

サ

イ

ド
･

ペ

イ
メ

ン

ト
+

の
パ

タ

ー

ン

で

あ
る
｡

ま
た
､

イ

ギ
リ

ス

加
盟
問
題
､

ケ

ネ

デ
ィ

･

ラ

ウ

ン

ド

交
渉
等
は

｢

サ

イ
ド
･

ペ

イ
メ

ン

ト
+

の

典
型
的
な

手

段
と

な
っ

た
｡

イ

ギ

リ
ス

加
盟
問
題
､

ケ

ネ
デ
ィ

･

ラ

ウ
ン

ド

交

渉
等
が

統
合
過
程
に

与

え
る

政
治
的
イ
ン

パ

ク

ト

は
､

す
で

に

指
摘
し

た

よ

う
に

重

要
な

課
題
で

(

3 6
)

あ
る
｡

ハ

ー

ス

の

モ

デ
ル

に

は
､

こ

の

よ

う
な

｢

対
外
変
数
+

が

欠
落
し

て

い

た
｡

と

も

あ

れ
､

各

国
が

農
業
の

前
進
と

他
分
野
に

お

け
る

前
進
を

リ

ン

ク

す
る

こ

と

は
､

普
通
の

こ

と
と

な
っ

た

が
､

筆
者
は
､

こ

の

退
避

は

機
能
的
な

関
係
と

し
て

把
握
す
る

必

要
と

同
時
に
､

そ

れ

に

も

増
し

て

政
治
的
な

関
係
で

あ
る

と

理

解
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

と

考
え

る

も
の

で

あ

る
｡

ド
ゴ

ー

ル

に

よ

る

E

C

の

危
機
を
､

ハ

ー

ス

の

モ

デ
ル

は
､

ど
の

よ

う

に

説
明

す
る

の

だ

ろ

う
か
｡

こ

の

危
機
は
､

す
で

に

み
た

よ

う
に
､

直
接

的
に

は
､

委
員
会
の

農
業
基
金

掌
握
に

よ
る

権
限
強
化
を

め

ぐ
っ

て

発
生

し

た
の

で

あ

る

が
､

政
治
統
合
へ

の

前
進
と

深
い

関
連
性
を

有
す
る

も

の

で

あ
っ

た
｡

経

済
統
合
か

ら

政
治
統
合
へ

の

媒
介
変
数
､

す
な

わ

ち

｢

漸

進
的
政
治
化
+

の

諸
条
件
の

充
足
だ

け
で

は

統
合
の

ダ

イ

ナ
､
､

､

ズ

ム

は

解

明
で

き

な
い

典
型
的
な

ケ
ー

ス

と

し

て

取
り

上

げ

た

い

｡

｢

フ

ラ

ン

ス

ほ
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ー ト

諸
君
と

同
様
､

共
同
市
易
を

欲
す
る
｡

も

し

諸

君
が

そ

れ

を

真
に

欲
す
る

(

3 7
)

な

ら
､

私
と

歩
調
を

合
わ

せ

給
え
｡

但
し
､

超
国
家
制
は

供
し

み

給
え
+

と

述
べ

る

時
､

プ

ラ

グ
マ

テ
ィ

ッ

ク

で
､

漸
進
的
な

過
程
に

依
存
す
る

超

国
家

的
な

機
構
と

手
続
き
は
､

利
益
の

た

め
に

犠
牲
に

さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

ホ

フ

マ

ン

ほ
､

ハ

ー

ス

の

モ

デ
ル

を

批
判
し
て
､

｢

民
族
国
家

を

超

え

て

政
治
共
同
体
を

創
設
す

る

た

め

に

は
､

『

背
景
条
件
』

と

『

過

程
条
件
』

(

38
)

以

上
の

こ

と

が

必

要
で

あ

る
+

と

述
べ

て

い

る
｡

こ

の

指
摘
に

関
し

て

は
､

筆
者
も

全
く

同
感
で

あ

る
｡

ド
ゴ

ー

ル

の

与
え
た

教
訓
か

ら
､

ハ

ー

ス

は
､

自
動

性
の

論
理

を

修
正

し
､

｢

政
治
家
･

非
政

府
エ

リ

ー

ト
の

目

標
が

い

ず
れ

も

漸
進
的
･

経
済
的
な

も

の

な

ら

ば
､

統

合
は

漸
進
的
･

白
動
的
に

(

3 9
)

進
行
す
る
+

と

述
べ

な

け
れ

ば

な

ら

な

か

っ

た
の

で

あ

る
｡

2

独

仏
関
係

最
後
に
､

経
済
統
合
と

政

治
統
合
間
の

連
続
性
の

問
題
に

つ

い

て
､

視

点
を

変
え

て

考
察
し

て

み

よ

う
｡

ド

イ
ツ

チ
ュ

は
､

国
際
統
合
を

H
経
済

統
合
､

相
互

信
頼

･

友
好
､

社
会
的
同
質
性
を

絆
と

す
る

国
民

間
の

結
合
､

す
な

わ

ち
､

国
際
共
同
体
形
成
､

臼
政
府
間
国

際
制

度
､

国
際
的
な

合
意

ヽ

ヽ

発
見
､

紛
争
解
消
過

程
に

お

け
る

政
府
間
調
整
傾
向
を

指
標
と

す
る

国
際

､

､

､

､

､

(

州
こ

政
治
合
同
体
の

二

次
元
に

分
け
て

い

る
｡

ド

イ
ツ

チ

ュ

の

い

う
国
際
共
同

体
形
成
は
､

ハ

ー

ス

の

い

う
経
済
同

盟
よ

り

広
義
で

あ

り
､

国
際
政
治
合

同
体
は

政
治
同
盟
と

同
値
で

ほ

あ

り

得
な
い
｡

そ
の

こ

と

を

前
掟
と
し

な

が

ら

も
､

ハ

ー

ス

の

モ

デ
ル

に

従
う
な

ら

ば
､

国
際

共
同
体
形
成
と

国
際

政
治
合
同
体
間
に

は

連
続

性
が

あ

る

と

考
え

ら
れ

る
｡

ブ
ッ

チ

ャ

ー
ー

㌔

轡

五

四

l
六
五

年
の

独
仏
間
の

経
済
統
合
度
､

相
互

信
顧
･

親
愛
感
の

傾
向

を

分

析
し
､

独
仏
間
の

国
際
共
同
体
形
成
に

お

け

る

両
国
の

高
い

統
合
虔
を

明
ら

か

に

し

て

い

る
｡

次
に
､

国
際
制
度
化
､

政
府
間
調

整
の

傾
向
を

分
析
し
､

例
え

ば
､

独

仏
共
同
政
策
決
定
構
造
の

発
展
は
､

五

四

-
五

九
年
は

印
象
的
な

進
歩
を

示
し

た

が
､

五

九
年
以

降

は

国
家
コ

ン

ト
ロ

ー

ル

の

傾
向
を

示

す
こ

と

を

明
ら

か

に

し
て

い

る
｡

他

の

側
面
に

つ

い

て

も
､

同

様
の

指

摘
が

な
さ

れ

て

い

る
｡

政
府
間
調
整
の

傾
向
ほ
､

共
通
畠
業
政
策
成
立

過
程
の

考

察
に

お
い

て

理

解
し

た

如
く
､

六

〇
年
以

降
は
E

C
に

お

け
る

成
功
が

喧

伝
さ

れ

な
が

ら

も
､

両
国
間
に

は

紛
争
が

生

起
し
､

困

難
性
を

増
大
す
る

の

で

あ

る
｡

六

三

年
の

独
仏
協

力
条
約
の

成
立

は
､

｢

五

〇

年
代
半
ば

以

来
の

独
仏
友
好
､

協
力

関

係
を

象
徴
す
る

も

の

で

は

あ
っ

た

が
､

少
く

と

も

西
ド

イ

ツ

に

と
っ

て

は
､

永

続
的
な

政
治
的
効
果
を

持
つ

も
の

で

は

な

く
､

ア

デ

ナ

ウ
ア

ー

外
交
の

記

(

42
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念
碑
的

催
樽
が

強
い

も

の

で

あ
っ

た
+

と
い

ぇ

よ

う
｡

よ
っ

て
､

独
仏
政

治
合
同
体
に

お

け
る

両
国
の

統
合
度
は

低
い

レ

ヴ
ュ

ル

に

あ

る

も
の

と

結

論
せ

ざ

る

を

得
な
い
｡

以

上
の

考
察
か

ら
､

独

仏
間
の

国
際
共
同
体
形
成
か

ら

国
際
政
治
共
同

体
へ

の

連
続
性
は

疑
問
で

あ

り
､

独
仏
関

係
は
､

｢

統

合
+

と

｢

分

裂
+

を

そ

れ

ぞ

れ

別
個
の

過
程
と
し

て

有
し

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

従
っ

て
､

ハ

ー

ス

の

モ

デ
ル

は
､

独
仏
間
の

統
合
に

関
し

て

有
効

性
を

持
た

な

い

と

結
論
せ

ざ

る

を

得
な
い
｡

四

お

わ
り

に

共
通
点

業
政

策
､

独
仏
関

係
を

検

証
し

た

結
果
､

ス

ビ

ル

オ

ー

ダ
ァ

ー
･

モ

デ
ル

の

有
効
性
と

そ
の

限
界
を

明
ら
か

に

す
る

こ

と
が

で

き
た
｡

エ
J

超
国
家
的
政
策
決
定
構
造
が

重

要
な

国
益
に

関
与

す
る

時
､

共
同
体
方
式

舶
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は

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

の

前
に

限

界
を

露
呈
し
､

共
同
体
俊
構
は

権
力
政

治

の

場
と

な

る
｡

こ

の

側
面
の

理

論
的
解
明

も
あ

わ
せ

て

求
め

ら

れ

る

も
の

で

あ

ろ

う
｡

ハ

ー

ス

の

モ

デ
ル

は
､

政
治
統
合
の

力
学
と

し
て
､

こ

こ

に

限
界
を

有
す

る

も
の

と
い

え

よ

う
｡

ハ

ー

ス

は
､

最
近
､

政
治
統
合
概
念

を

修
正

し
､

｢

制
度
上

並
び
に

態

度
上
の

用
語
で

定
義
さ

れ

た

政

治

共

同

体
創
設
の

た

め
の

過
程
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並
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に

ジ

ュ

イ
コ
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=

チ
ュ

ー

ン

の

述
べ

る

条

件
と

み

な

す
+

と

述
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､

｢

地

域
国

家
+
､

｢

地

域
コ

､
､

､

ユ

ー

ン

+
､

｢

非
対

称
的
地

域
複
合
体
+

と
い

う

多
元

的
従
属
変
数
の

導
入

を

示

唆
し
､

新
た
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な

出
発
を

開
始
し

た

よ

う
に

思
わ
れ

る
｡

と

も

あ

れ
､

国
際
統
合
研
究
の

飛
躍
的
発
展
に

尽
く

し

た

最
大
の

貢
献
者
は
ハ

ー

ス

で

あ

る

こ

と

に

な

に

び

と

も

異
存
を

唱
え

な
い

で

あ

ろ

う
｡

そ

し

て
､

将
来
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E
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通
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ル
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検
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い
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